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「
一
九
九
九
年
ベ
ス
ト
・
オ
ブ
・
経
済
書
」

ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
の
顔
ぶ
れ
は
、
な
に
を

物
語
っ
て
い
る
か
、
ラ
ン
キ
ン
グ
を
通
し

て
な
に
が
透
け
て
見
え
て
く
る
か
。
本
誌

書
評
欄
「
今
週
の
一
冊
」
の
評
者
で
あ
る

西
村
清
彦
・
東
京
大
学
経
済
学
部
教
授
と

北
村
行
伸
・
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
助
教

授
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

☆

西
村

九
九
年
の
特
徴
は
な
ん
と
い
っ
て

も
「
分
配
」
の
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

九
八
年
六
月
に
惜
し
く
も
亡
く
な
ら
れ

た
石
川
経
夫
さ
ん
の
『
分
配
の
経
済
学
』

が
一
位
、
二
位
が
『
不
平
等
の
再
検
討
』

（
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
著
）、
三
位
に

『
日
本
の
経
済
格
差
』（
橘
木
俊
詔
著
）
と

三
冊
が
並
び
ま
し
た
。
九
〇
年
代
の
最
後

に
き
て
、
分
配
、
不
平
等
、
格
差
と
い
っ

た
も
の
を
ど
う
考
え
れ
ば
い
い
の
か
が
、

大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

北
村

い
ず
れ
も
、
こ
の
テ
ー
マ
を
長
い

間
ず
っ
と
追
い
続
け
て
き
た
研
究
者
の
著

作
で
す
。
付
け
焼
き
刃
の
研
究
で
は
な
い
。

そ
れ
が
、
ホ
ー
ム
レ
ス
が
こ
れ
だ
け
街
に

溢
れ
る
今
日
に
至
っ
て
評
価
を
得
た
。

西
村

そ
れ
に
し
て
も
、
効
率
性
の
対
極

に
あ
る
平
等
性
と
い
う
も
の
に
、
か
く
も

大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
の
は
日
本
の

特
色
で
し
ょ
う
ね
。

北
村

こ
れ
ま
で
不
平
等
と
い
う
結
果
を

経済学者、経営学者、エコノミストへのアン
ケートによって、1999年（98年11月～
99年10月発行）のもっとも優れた経済書を
選定した。秀でた経済書は日本経済の眼前に
横たわる問題を解き明かし、処方箋を与えて
くれる。 （本誌・小栗正嗣）

年
間
ベ
ス
ト
・

オ
ブ
・
経
済
書

経
済
学
者
・
経
営
学
者
・

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
２
２
０
人
が
選
ん
だ

読書
特集

1999年1999年



の
世
界
で
す
ね
。
た
だ
、

若
い
人
た
ち
は
ど
う
か

な
。
お
そ
ら
く
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
る
の
で
は
。

北
村

若
い
世
代
は
別
に
い
い
じ
ゃ
な
い

か
、
と
い
う
感
じ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
不
平
等
と

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
へ
の
疑
念

西
村

分
配
問
題
の
ほ
か
に
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
へ
の
迷
い
も
見
て
取
れ
ま
す
。
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気
に
せ
ず
に
走
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
に
き

て
現
実
に
分
配
の
問
題
が
生
じ
て
き
た
こ

と
で
、
揺
り
戻
し
が
あ
っ
た
。

米
国
の
よ
う
に
ひ
と
り
の
ス
ー
パ
ー
ス

タ
ー
と
一
〇
〇
〇
人
の
没
落
者
を
生
む
世

界
と
、
み
ん
な
が
そ
こ
そ
こ
の
ス
タ
ー
を

め
ざ
す
世
界
。
い
ま
、
私
た
ち
は
そ
の
分

か
れ
道
に
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

西
村

私
た
ち
以
上
の
世
代
は
、
分
配
の

平
等
つ
ま
り
は
「
努
力
す
れ
ば
報
わ
れ
る
。

報
わ
れ
な
い
の
は
お
か
し
い
」
と
い
う
世

界
に
生
き
て
き
た
。「
あ
し
た
の
ジ
ョ
ー
」

ポ
ー
タ
ー
の
『
競
争
戦
略
論
』（
四
位
）

や
『
デ
ィ
ジ
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
』（
米

国
商
務
省
著
、
七
位
）
が
上
位
に
ラ
ン
ク

イ
ン
す
る
い
っ
ぽ
う
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ

ロ
ス
の
『
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
の
危
機
』

（
六
位
）
や
金
子
勝
さ
ん
の
『
反
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
』（
二
〇
位
）
な
ど
が
入
っ
て

い
る
の
は
、
そ
の
迷
い
の
証
で
し
ょ
う
。

北
村

ラ
ン
キ
ン
グ
の
特
徴
と
い
え
ば
、

上
位
に
総
論
的
な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

語
っ
た
著
書
が
並
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
げ
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分配の経済学�
不平等の再検討�
日本の経済格差�
競争戦略論 I・II�
会社法の経済学�
グローバル資本主義の危機�

ディジタル・エコノミー�

反経済学�

日本人の経済観念�

年金改革論�

セーフティーネットの政治経済学�

なぜ日本は没落するか�

フランス資本主義と中央銀行�

転換期の日本経済�

日本経済の真実�

稲盛和夫の実学�

市場の役割 国家の役割�

明日を支配するもの�

社会経済システムの制度分析�
近代日本金融史序説�

自己組織化と進化の論理�

反グローバリズム�

アダム・スミスの誤算�

「経済政策」はこれでよいか�

コーポレート・ガバナンス入門�

会社荘園制�

財政思想史�

なぜ国家は衰亡するのか�

マーケティング戦略論�

関係性マーケティングの構図�

企業評価と戦略経営�

競争から共創へ�

グローバリズムという妄想�

現代日本経済論�

日本的経営の興亡�

日本の人事査定�
�

石川経夫�

アマルティア・セン�

橘木俊詔�

M・E・ポーター�

三輪芳朗ほか編�

ジョージ・ソロス�

米国商務省�

金子　勝�

武田晴人�

八田達夫、小口登良�

金子　勝�

森嶋通夫�

権上康男�

吉川　洋�

吉冨　勝�

稲盛和夫�

青木昌彦ほか編著�

P・F・ドラッカー�

植村博恭ほか�

石井寛治�

スチュアート・カウフマン�

金子　勝�

佐伯啓思�

伊東光晴�

深尾光洋�

S・M・ジャコービィ�

池上　惇�

中西輝政�

上原征彦�

和田充夫�

トム・コープランドほか�

清水博、前川正雄�

ジョン・グレイ�

奥村洋彦�

徳丸壮也�

遠藤公嗣�

東京大学出版会�

岩波書店�

岩波新書�

ダイヤモンド社�

東京大学出版会�

日本経済新聞社�

東洋経済新報社�

新書館�

岩波書店�

日本経済新聞社�

ちくま新書�

岩波書店�

東京大学出版会�

岩波書店�

東洋経済新報社�

日本経済新聞社�

東洋経済新報社�

ダイヤモンド社�

名古屋大学出版会�

東京大学出版会�

日本経済新聞社�

岩波書店�

PHP新書�

岩波書店�

ちくま新書�

北海道大学図書刊行会�

有斐閣�

PHP新書�

有斐閣�

有斐閣�

日本経済新聞社�

岩波書店�

日本経済新聞社�

東洋経済新報社�

ダイヤモンド社�

ミネルヴァ書房�
�

ベスト・オブ・経済書�総合ランキング�

【アンケート調査の方法】全国７０大学の経済学者、経営学者、エコノミストにアンケートを送付し、２２３人から回答を得た。９８年１１月
～９９年１０月出版の経済書の中からベスト３を挙げてもらい、１位を３点、２位を２点、３位を１点として集計、合計点により順位づけした。
なお１位得票では『不平等の再検討』と『日本の経済格差』が９票、『分配の経済学』が８票、『競争戦略論』７票という順になった。�

ベスト・オブ・経済書�

H. MAKI



り
出
し
に
戻
り
か
ね
な
い
。

西
村

も
っ
と
も
困
る
の
は
、
既
得
権
者

に
都
合
の
い
い
よ
う
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
。

既
得
権
益
に
が
ん
じ
が
ら
め
の
人
た
ち
を

利
す
る
こ
と
に
な
る
。

改
め
て
ベ
ス
ト
・
オ
ブ
・
経
済
書
の
顔

ぶ
れ
を
見
る
と
、
こ
れ
だ
け
分
配
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
な
ら
、
日
本
人
の
国
民
性
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ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
米
欧
で
は
『
米
国

経
済
論
』、『
英
国
経
済
論
』
と
い
っ
た
よ

う
な
本
は
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。

特
定
の
ト
ピ
ッ
ク
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。

年
金
問
題
（
九
位
の
八
田
達
夫
ほ
か
著
『
年

金
改
革
論
』）、
金
融
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
っ
た
本
も
あ
り
ま
す
が
、

環
境
、
医
療
と
い
っ
た
個
別
テ
ー
マ
は
大

問
題
な
の
に
上
位
に
は
上
が
っ
て
こ
な
い
。

西
村

新
し
く
て
面
白
い
の
は
五
位
に
推

さ
れ
た
『
会
社
法
の
経
済
学
』（
三
輪
芳

朗
ほ
か
編
）。
今
後
、
他
分
野
で
も
こ
う

し
た
共
同
研
究
が
出
て
く
る
と
思
う
。

北
村

経
済
学
、
会
計
学
、
法
学
が
が
っ

ち
り
手
を
結
ん
で
い
か
な
い
と
研
究
は
進

ん
で
い
き
ま
せ
ん
ね
。

西
村

例
え
ば
、
都
市
経
済
を
や
ろ
う
と

す
る
と
、
憲
法
の
財
産
権
の
問
題
に
ま
で

い
か
ざ
る
を
え
な
い
。

北
村

と
こ
ろ
が
、
以
前
は
ほ
と
ん
ど
対

話
が
な
か
っ
た
。
論
な
ら
と
も
か
く
経
済

政
策
に
は
法
律
、
会
計
学
を
踏
ま
え
た
う

え
で
の
議
論
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
場
原
理
主
義
に
対
す
る

ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
に
評
価

北
村

金
子
さ
ん
の
『
反
経
済
学
』（
七

位
）、『
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
政
治
経

済
学
』（
一
一
位
）
な
ど
一
連
の
著
作
は

市
場
主
義
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し

て
評
価
を
得
て
い
る
。
九
〇
年
代
の
長
期

不
況
を
ケ
イ
ン
ズ
の
「
有
効
需
要
の
不
足
」

で
説
明
す
る
『
転
換
期
の
日
本
経
済
』（
吉

川
洋
著
、
一
四
位
）
も
ア
ン
チ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
し
て
読
ま
れ
て
い
ま
す
。

西
村

そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
や
は
り
不

平
等
感
で
し
ょ
う
ね
。
た
だ
し
、
不
平
等

は
い
け
な
い
と
し
て
、
そ
も
そ
も
不
平
等

と
は
な
ん
な
の
か
、
不
平
等
を
解
消
す
る

に
は
ど
れ
だ
け
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
か
、

と
い
う
議
論
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

北
村

ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
は
概
念
と

し
て
い
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

実
現
は
む
ず
か
し
い
。

不
平
等
を
盾
に
し
て
、
政
治
家
か
ら

「
規
制
を
も
っ
と
強
化
す
べ
し
」
と
い
う

話
が
出
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
せ

っ
か
く
新
し
い
社
会
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

よ
う
と
い
う
動
き
が
始
ま
っ
た
の
に
、
振

や
社
会
心
理
な
ど
を
含
め
て
、
全
体
を
見

通
せ
る
よ
う
な
本
が
あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
に
は
、
日
本
の
労
働
市
場

で
今
、
な
に
が
起
こ
っ
て
い
る
か
、
日
本

人
は
ど
う
変
わ
っ
て
い
る
か
。
そ
れ
を
き

ち
ん
と
分
析
し
た
本
が
出
て
く
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。
日
本
の
こ
の
分
野
の
研
究

は
か
な
り
の
蓄
積
が
あ
り
ま
す
。

北
村

ラ
ン
キ
ン
グ
に
は
あ
が
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、『「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
済
」
の
法

則
』（
Ｋ
・
シ
ャ
ピ
ロ
ほ
か
著
、
Ｉ
Ｄ
Ｃ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）
は
、
ミ
ク
ロ
経

済
学
者
に
よ
る
な
か
な
か
し
っ
か
り
し
た

本
で
す
。
来
年
は
Ｉ
Ｔ
と
経
済
学
の
関
連

本
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

書店にはキャッシュフロー経営、
国際会計基準などの本がうずたか
く積まれている。皆さんも勉強
されていることと思う。だが、本
当にグローバル・スタンダードが
いいやり方なのか、ちょっと立
ち止まって考えてみてほしい。
今や雇用リストラは当たり前に
なった。日本企業がキャッシュ
フローを高めようとすればそうな
る。しかし、本当にこれで日本
経済は立ち直るのか。自分で自
分の首を締めているのではないか。
日本の雇用システムは確かに欠
点も多いが、それを変えるには
順番というものがある。セーフ
ティーネットを整え、安心して
移動できるシステムを築き上げな
ければ、不安でしょうがない。主
流経済学からはこのセーフティー
ネットの発想は出てこなかった。
今のままでは日本でも米国社会の
ような分断化が進むばかりだ。私
が『反経済学』などを通して申

ベスト・オブ・経済書�
出版社別ランキング�

岩波書店�
東洋経済新報社�
日本経済新聞社�
東京大学出版会�
有斐閣�
ダイヤモンド社�
PHP研究所�
筑摩書房�
中央経済社�
新書館�

1
2
3
4
5
6
7
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9
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101
84
69
52
39
37
21
18
13
11

順位� 出版社名� 票数�

ベスト・オブ・経済書�
著者別ランキング�

金子　勝�
石川経夫�
アマルティア・セン�
橘木俊詔�
吉川　洋�
森嶋通夫�
M・Ｅ・ポーター�
ジョージ・ソロス�
三輪芳朗ほか�
武田晴人�

1
2
3
4
5
5
7
7
7
7

22
18
17
14
12
12
10
10
10
10

順位� 著　者� 票数�

著者インタビュー 法政大学経済学部教授●金子 勝

M. ITO

し上げたかったのは簡単に言えば
こういうことである。
日本経済の停滞は長期的に続く
と思う。問題は先送りされ、既
得権益はずるずると温存されてい
く。だが、このままでもつはず
がない。今後も具体的な提言を
おこなっていくつもりだ。理論
面でも企業論、ゲーム理論の再
検討、文明論など多面的に取り
組んでみたい。 （談）

北
村
行
伸
●
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
助
教
授

西
村
清
彦
●
東
京
大
学
経
済
学
部
教
授



年間ベスト・オブ・経済書1999年
経済学者・経営学者・エコノミスト２2０人が選んだ
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●
近
代
経
済
学
派
の
「
良
心
」
を
示
す
珠
玉
の

一
篇
（
磯
谷
明
徳
・
九
州
大
学
経
済
学
部
助
教
授
）

●
著
者
の
遺
作
で
あ
り
、
氏
の
研
究
業
績
が
凝

縮
さ
れ
て
い
て
示
唆
に
富
む
（
井
上
雅
雄
・
立
教

大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
分
配
の
問
題
を
き
ち
ん
と
し
た
枠
組
み
で
分

析
す
る
（
井
堀
利
宏
・
東
京
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
所
得
と
富
の
分
配
に
関
す
る
た
い
へ
ん
精
緻

な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
（
植
村
博
恭
・
名
古
屋

大
学
経
済
学
部
助
教
授
）

●
貴
重
な
書
物
（
遠
藤
　
薫
・
小
樽
商
科
大
学
商

学
部
教
授
）

●
学
問
的
水
準
が
極
め
て
高
い
（
片
岡
佑
作
・

京
都
産
業
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
今
は
亡
き
著
者
の
教
育
者
・
研
究
者
と
し
て

の
態
度
が
に
じ
み
出
た
好
著
。
若
い
研
究
者
は

永
遠
の
目
標
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
北
村
行
伸
・

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
助
教
授
）

●
低
成
長
の
な
か
、
日
本
国
内
の
所
得
・
資
産

の
不
平
等
は
拡
大
し
て
い
る
。
そ
ん
な
状
況
の

も
と
で
、
こ
の
分
野
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
著

者
の
精
緻
な
分
析
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
重
要
性
を

よ
り
増
し
て
い
る
（
柴
田
　
淳
・
大
阪
市
立
大
学

経
済
学
部
助
教
授
）

●
分
配
の
問
題
に
は
も
っ
と
焦
点
が
当
て
ら
れ

て
い
い
と
思
う
（
下
野
恵
子
・
名
古
屋
市
立
大
学

経
済
学
部
付
属
経
済
研
究
所
）

●
日
本
を
代
表
す
る
マ
ク
ロ
経
済
学
者
で
あ
る

故
石
川
教
授
の
論
文
は
、
時
代
を
超
え
て
永
遠

の
輝
き
を
持
っ
て
い
る
（
高
橋
知
也
・
亜
細
亜
大

学
経
済
学
部
助
教
授
）

●
労
働
経
済
学
の
分
析
に
新
し
い
視
点
を
導
入

し
、
理
論
的
に
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
（
武
田

晴
人
・
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
）

●
い
わ
ば
石
川
教
授
の
遺
書
と
も
言
え
る
本
書

は
、
わ
れ
わ
れ
若
い
世
代
の
経
済
学
者
に
勇
気

と
深
い
学
究
心
を
示
唆
し
て
く
れ
る
。
近
年
に

は
な
い
「
名
著
」
で
あ
る
（
竹
田
陽
介
・
上
智
大

学
経
済
学
部
助
教
授
）

●
著
者
石
川
経
夫
先
生
を
偲
ん
で
（
徳
井
丞
次
・

信
州
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
研
究
半
ば
に
し
て
世
を
去
っ
た
石
川
教
授
の
、

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
あ
ふ
れ
た
経
済
学
に
対
す

る
熱
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
情
熱
を
わ

れ
わ
れ
は
忘
れ
て
い
な
い
か
、
心
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い（
西
村
清
彦
・
東
京
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
分
配
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
経
済
学
が
光
を
あ

て
て
こ
な
か
っ
た
分
野
に
お
け
る
、
最
新
か
つ

包
括
的
な
研
究
書
（
野
方
　
宏
・
静
岡
大
学
人
文

学
部
経
済
学
科
教
授
）

●
鋭
い
分
析
（
山
田
　
稔
・
成
城
大
学
教
授
）

●
自
分
の
信
ず
る
と
こ
ろ
に
著
者
が
進
ま
れ
た

こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
数
式
の
間
か
ら
高
い

〝
志
〞
と
〝
芸
術
性
〞
が
に
じ
み
で
て
い
る
（
脇

田
　
成
・
東
京
都
立
大
学
経
済
学
部
助
教
授
）

●
現
代
の
市
場
経
済
の
も
と
で
、
各
国
間
は
も

と
よ
り
先
進
国
内
で
の
経
済
格
差
の
問
題
が
深

刻
化
し
て
い
る
。w

effare

の
視
点
か
ら
そ
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
冷
徹
に
分
析
し
て
い
る
（
井
上

雅
雄
・
立
教
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
セ
ン
の
考
え
方
が
よ
く
わ
か
る
論
文
集
（
金

子
　
勝
・
法
政
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
九
八
年
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
以
来
、
セ
ン
教
授

の
リ
ベ
ラ
ル
な
考
え
方
が
わ
が
国
で
も
広
く
受

け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
喜
び
た

い
（
北
村
行
伸
・
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
助
教
授
）

●
わ
れ
わ
れ
に
も
う
一
度
「
経
済
学
と
は
い
か

な
る
学
問
か
」
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
書
物

（
近
藤
真
司
・
大
阪
府
立
大
学
経
済
学
部
助
教
授
）

●
斬
新
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
知
見
が
興
味
深

い
（
齋
藤
堯
幸
・
東
京
工
業
大
学
大
学
院
・
社
会

理
工
学
研
究
科
教
授
）

●
セ
ン
の
「
潜
在
能
力
の
欠
如
が
貧
困
で
あ
る
」

と
い
う
定
義
が
特
に
優
れ
て
い
る
（
佐
藤
公
敏
・

亜
細
亜
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
今
後
、
翻
訳
予
定
の
『
貧
困
と
飢
餓
』
と
あ

わ
せ
て
、
二
一
世
紀
社
会
を
ど
う
生
き
る
か
を

考
え
る
う
え
で
貴
重
な
示
唆
を
与
え
る
。
セ
ン

の
経
済
学
を
知
る
の
に
よ
い
（
谷
口
洋
志
・
中
央

大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
「
平
等
＝
善
」
と
い
う
幻
想
の
経
済
的
コ
ス

ト
を
理
解
す
る
の
に
有
益
（
棚
橋
啓
世
・
東
京
経

済
大
学
経
営
学
部
教
授
）

●
貧
困
の
分
析
に
対
し
て
、
達
成
さ
れ
た
結
果

で
は
な
く
、
潜
在
能
力
と
い
う
点
に
着
眼
し
た

の
は
見
事
で
あ
る
。
セ
ン
が
イ
ン
ド
出
身
で
な

か
っ
た
ら
と
考
え
る
と
、
着
想
に
対
す
る
環
境

要
因
の
重
要
性
も
再
認
識
さ
れ
る
（
内
藤
嘉
昭
・

奈
良
県
立
商
科
大
学
助
教
授
）

●
こ
れ
以
外
の
著
者
の
論
文
、
書
物
も
早
く
日

本
語
で
院
生
に
読
ま
せ
た
い
（
中
西
一
正
・
立
命

館
大
学
経
営
学
部
教
授
）

●
社
会
経
済
の
あ
り
方
に
つ
い
て
突
き
つ
め
て

い
く
と
、
倫
理
の
問
題
に
突
き
当
た
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
深
い
洞
察
力
を
与
え
て
く
れ
る
（
新

田
　
功
・
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
）

●
人
の
潜
在
能
力
に
着
目
す
る
セ
ン
の
自
由
と

平
等
に
つ
い
て
の
思
想
エ
ッ
セ
ン
ス
が
、
一
般

向
け
に
比
較
的
平
易
に
説
か
れ
て
い
る
。
所
得
、

富
の
不
平
等
に
と
ど
ま
ら
な
い
多
様
な
不
平
等

の
存
在
に
つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
（
野

口
　
真
・
専
修
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
不
平
等
の
問
題
を
考
え
る
際
、
何
に
つ
い
て

の
平
等
か
に
つ
い
て
焦
点
を
あ
て
、
潜
在
能
力

と
い
う
魅
力
的
な
概
念
を
打
ち
出
し
た
（
水
谷

重
秋
・
南
山
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
二
一
世
紀
の
経
済
学
の
方
向
を
示
す
（
吉
田

文
和
・
北
海
道
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
セ
ン
の
経
済
学
へ
の
貢
献
が
理
解
で
き
る

（
脇
村
孝
平
・
大
阪
市
立
大
学
経
済
学
部
教
授
）

分
配
の
経
済
学石

川
経
夫
著
98年６月他界。47年生ま
れ。東京大学経済学部卒
業・大学院経済学研究科教
授。主な著書に『賃金二重
構造の理論的検討』、『日本
の所得と富の分配』（東京
大学出版会）、『所得と富』
（岩波書店）などがある。

41点

東
京
大
学
出
版
会
　
本
体
価
格
四
八
〇
〇
円

第1位第1位

不
平
等
の
再
検
討

ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
著

池
本
幸
生
ほ
か
訳

ケンブリッジ大学トリニテ
ィ・カレッジ学寮長。33
年インド生まれ。98年ノ
ーベル経済学賞受賞。主な
邦訳書に『福祉の経済学』
（岩波書店）、『合理的な愚
か者－経済学＝倫理学的探
究』（勁草書房）など。

38点

岩
波
書
店
　
本
体
価
格
二
六
〇
〇
円

第2位第2位

推
薦
の
言
葉

推
薦
の
言
葉
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●
日
本
経
済
の
再
生
を
目
ざ
し
て
、
現
在
、
さ

ま
ざ
ま
な
処
方
箋
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

現
状
の
正
し
い
把
握
な
く
し
て
は
、
そ
れ
ら
は

単
な
る
空
理
空
論
に
す
ぎ
な
い
。
一
億
総
中
流

幻
想
を
打
破
し
た
本
書
の
荒
業
か
ら
、
堅
実
な

政
策
提
言
が
始
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
（
小

田
中
直
樹
・
東
北
大
学
経
済
学
研
究
科
助
教
授
）

●
五
〇
年
代
以
降
の
経
済
格
差
の
実
態
を
分
析
、

そ
の
是
正
へ
の
政
策
提
言
も
お
お
む
ね
妥
当
で

あ
る
（
井
上
雅
雄
・
立
教
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
わ
が
国
で
は
、
こ
の
分
野
へ
の
正
当
な
関
心

が
払
わ
れ
て
い
な
い
な
か
、
わ
か
り
や
す
い
か

た
ち
で
日
本
の
分
配
問
題
を
述
べ
て
い
る
（
今

喜
典
・
青
森
公
立
大
学
経
営
経
済
学
部
教
授
）

●
日
本
経
済
の
「
影
の
部
分
」
を
わ
か
り
や
す

く
論
理
的
に
分
析
し
た
。
国
際
比
較
は
視
点
も

有
益
（
桜
井
　
徹
・
日
本
大
学
商
学
部
教
授
）

●
八
〇
年
代
以
降
の
資
本
主
義
が
再
び
所
得
配

分
の
不
平
等
度
を
強
め
た
こ
と
を
実
証
し
た

（
三
和
良
一
・
青
山
学
院
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
日
本
経
済
の
不
平
等
構
造
を
適
切
な
デ
ー
タ

を
使
っ
て
説
得
的
に
説
明
し
て
い
る
。
日
本
は

「
戦
後
を
通
じ
て
一
度
も
福
祉
国
家
で
な
か
っ

た
」
と
い
う
著
者
の
問
題
定
義
は
実
に
重
み
が

あ
る
（
野
口
　
真
・
専
修
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
日
本
社
会
が
迎
え
つ
つ
あ
る
新
た
な
、
か
つ

大
き
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
明
晰
に
分
析
（
広
井

良
典
・
千
葉
大
学
法
経
学
部
助
教
授
）

●
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
表
面
に
出
て
来
な
か
っ
た

が
重
要
な
問
題
を
見
事
に
分
析
し
て
い
る
（
松

川
　
滋
・
富
山
大
学
経
済

学
部
教
授
）

●
い
つ
も
な
が
ら
の
手

堅
い
実
証
研
究
で
あ
る

（
松
本
有
一
・
関
西
学
院

大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
こ
れ
ま
で
の
常
識
を

覆
す
実
証
分
析
。
経
済

政
策
を
ど
の
よ
う
に
構

想
す
る
か
、
そ
の
場
合

に
踏
ま
え
て
お
く
べ
き

業
績
（
三
富
紀
敬
・
静
岡

大
学
人
文
学
部
教
授
）

●
不
平
等
化
の
解
決
の

試
論
と
し
て
、
消
費
税

の
累
進
化
と
税
と
社
会

保
障
の
統
合
を
展
開
し

た
点
を
評
価
し
た
い

（
室
本
誠
二
・
日
本
大
学

経
済
学
部
教
授
）

●
長
年
の
研
究
成
果
が

平
易
な
言
葉
で
語
ら
れ

る
（
森
棟
公
夫
・
京
都
大

学
経
済
研
究
所
教
授
）

タテ
1/3AD

日
本
の
経
済
格
差

橘
木
俊
詔
著
京都大学経済研究所教授｡
43年生まれ。京都大助教
授等を経て現職。著書に
『個人貯蓄とライフサイク
ル』（日本経済新聞社）、『昇
進の仕組み』（東洋経済新
報社）、『ライフサイクルの
経済学』（ちくま新書）など。

36点

岩
波
新
書
　
本
体
価
格
六
六
〇
円

第3位第3位

日本は平等社会であると日本人のほとん
どが信じてきた。日本社会は効率性と平
等性のふたつを兼ね備えたユニークな資本
主義社会であると、誇りをもってきた。
ところが、現実には、その平等主義が明
らかに崩れ去りつつある。所得分配の変
遷を過去100年の統計からじっくり追っ
てみると、とくにバブル経済期以降、急速
に不平等化が進んでいることがわかる。効
率性も同様に失われつつあり、日本は今、
まさに二重苦に苛まれている。
加えて、日本社会においては不幸なこ
とに、機会の均等までもが徐々に阻害さ
れていることに気づいてほしい。親子間
の遺産相続、世襲などによって、人生のス
タートラインからハンディキャップがある。

今の世の中は、頑張ろうとする人や有能
な女性に十分な機会を与えていない。
では、日本はこれからどう進むべきか。
日本は米国の後ばかり追いかけている。米
国は機会均等と結果の不平等を認める社会
である。しかし、北欧諸国のように機会と
結果の平等の両方を求め、かつ豊かな国
もあることを皆さんに知ってほしい、そ
してどちらの道をいくべきか考えてほしい。
今後は、来年１月に『セーフティーネッ
トの経済学』という本を上梓する予定だ。
今の日本は、失敗した人への手当てが極
めて不十分である。
効率性と公平性の両方を満たすような経
済制度、経済政策が私の研究テーマであ
る。いずれ税制や社会保障制度、労使関係
などを含めて具体論を世に問いたい。累
進消費税もそのひとつである。 （談）

著 者 イ ン タ ビ ュ ー

推
薦
の
言
葉
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み
を
示
し
て
い
る
（
柴
田
　
高
・
東
京
経
済
大
学

経
営
学
部
助
教
授
）

●
競
争
戦
略
論
の
大
家
に
よ
る
集
大
成
と
い
う

べ
き
著
書
。
今
後
に
お
い
て
は
、
良
く
も
悪
く

も
こ
の
領
域
の
基
本
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
だ
ろ

う
。
原
著
の
ほ
う
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
た
「
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
章
が
な
か
っ
た
こ
と
は

非
常
に
残
念
に
思
う
（
出
口
竜
也
・
徳
島
大
学
総

合
科
学
部
助
教
授
）

●
経
済
学
・
経
営
学
の
枠
を
こ
え
て
、「
企
業
」

の
よ
っ
て
立
つ
「
競
争
力
」
の
源
泉
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
（
西
村
清
彦
・
東
京
大
学
経
済

く
会
社
法
と
い
う
限
ら
れ
た
分
野
で
は
あ
る
が
、

ア
メ
リ
カ
に
遜
色
の
な
い
水
準
の
著
作
が
生
ま

れ
た
と
い
え
る
。
数
字
音
痴
に
は
数
式
が
な
い

の
も
喜
ば
し
い
（
志
谷
匡
史
・
神
戸
商
科
大
学
商

経
学
部
教
授
）

●
ア
メ
リ
カ
で
は
法
と
経
済
学
は
大
き
な
学
問

分
野
で
あ
り
、
多
く
の
研
究
書
が
あ
る
。
こ
の

動
き
は
国
際
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
が
、

日
本
で
は
そ
う
で
は
な
い
。
日
本
に
お
け
る
こ

の
分
野
の
先
駆
書
と
な
っ
た
（
中
村
竜
哉
・
小
樽

商
科
大
学
商
学
部
助
教
授
）

●
法
と
経
済
学
の
関
係
を
明
快
に
分
析
し
た
出

優
位
の
戦
略
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
凝
縮
化
し
た
モ

デ
ル
の
も
と
で
展
開
し
、
マ
ク
ロ
経
済
と
ミ
ク

ロ
経
済
と
の
間
の
「
ス
キ
間
」
を
埋
め
る
論
理

を
と
ら
え
て
い
る
（
齋
藤
精
一
郎
・
立
教
大
学
社

会
学
部
教
授
）

●
ポ
ー
タ
ー
流
経
営
戦
略
論
の
集
大
成
と
し
て
、

八
〇
年
代
、
九
〇
年
代
の
代
表
的
な
理
論
枠
組

●
経
済
地
理
学
が
か
ね
て
重
要
な
研
究
対
象
と

し
て
き
た
産
業
集
積
現
象
を
新
し
い
視
角
か
ら

取
り
扱
う
こ
と
で
、
一
般
の
読
者
に
現
代
的
意

義
を
認
識
さ
せ
た
（
加
藤
和
暢
・
釧
路
公
立
大
学

経
済
学
部
経
済
学
科
教
授
）

●
新
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
下
に
お
け
る
競
争

学
部
教
授
）

●
今
さ
ら
な
が
ら
、
読
み
応
え
の
あ
る
名
著

（
西
村
順
二
・
甲
南
大
学
経
営
学
部
教
授
）

●
マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
の
最
新
の
研
究
を
日

本
語
で
紹
介
。
と
り
わ
け
、
ク
ラ
ス
タ
ー
理
論

の
紹
介
は
初
め
て
で
あ
る
（
宮
町
良
広
・
大
分
大

学
経
済
学
部
助
教
授
）

●
経
営
戦
略
に
お
い
て
産
業
集
積
（
ク
ラ
ス
タ

ー
）
の
存
在
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
初
め
て
指

摘
し
た
。
日
本
に
お
け
る
産
業
の
東
京
、
大
阪

へ
の
集
中
を
問
題
視
し
て
い
る
（
山
崎
　
朗
・

九
州
大
学
経
済
学
部
助
教
授
）

色
の
書
だ
と
い
え
る
。
経
済
学
者
と
経
営
学
者

の
三
年
以
上
に
わ
た
る
議
論
の
成
果
（
西
村
清

彦
・
東
京
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
わ
が
国
で
最
初
の
本
格
的
な
「
法
と
経
済
学
」

に
関
す
る
研
究
書
（
野
方
　
宏
・
静
岡
大
学
人
文

学
部
経
済
学
科
教
授
）

●
法
律
と
経
済
学
の
学
際
的
領
域
に
お
け
る
、

経
済
学
の
有
用
性
を
示
し
て
い
る
点
が
高
く
評

価
で
き
る
。
今
後
の
こ
の
分
野
の
重
要
性
を
認

識
さ
せ
る
意
味
に
お
い
て
も
、
出
版
の
意
義
は

大
き
い
と
思
う
（
和
田
佳
之
・
滋
賀
大
学
経
済
学

部
助
教
授
）

●
単
に
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
総
帥
の
投
資
哲
学

が
語
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
金
融
市
場
の

新
し
い
価
格
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
示
唆
さ
れ
て

い
る（
塩
沢
由
典
・
大
阪
市
立
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
危
機
回
避
策
の
提
言
を
も
含
む
第
一
級
の
経

済
学
書
。
師
ポ
パ
ー
の
正
統
な
継
承
者
と
し
て

自
然
科
学
と
社
会
科
学
と
の
違
い
か
ら
説
き
起

こ
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
開
か
れ
た
社
会
へ
の
展

望
に
ま
で
説
き
及
ぶ
。
ソ
ロ
ス
に
は
こ
ん
な

「
も
う
一
つ
の
顔
」
も
あ
っ
た
の
だ
（
高
橋
洋

児
・
静
岡
大
学
人
文
学
部
経
済
学
科
教
授
）

●
当
事
者
自
身
に
よ
る
痛
烈
な
現
代
資
本
主
義

い
（
石
川
元
廣
・
東
海
総
合
研
究
所
専
務
）

●
金
融
シ
ス
テ
ム
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

を
臨
場
感
を
持
っ
て
分
析
し
て
い
る
（
植
村
博

恭
・
名
古
屋
大
学
経
済
学
部
助
教
授
）

●
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
市
場
の
破
壊
的
な
性
格
を

明
ら
か
に
し
、
警
鐘
を
打
ち
鳴
ら
し
て
い
る

（
刀
田
和
夫
・
九
州
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
世
紀
末
の
妖
怪
・
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
も
、
現
在

の
資
本
主
義
社
会
に
必
要
だ
と
の
説
得
力
が
あ

る
（
有
馬
敏
則
・
滋
賀
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
今
や
新
古
典
派
経
済
学
に
基
づ
く
世
界
経
済

の
運
営
は
危
険
。
東
ア
ジ
ア
に
始
ま
っ
た
経
済

危
機
も
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
と
無
縁
で
は
な

批
判
。
た
だ
し
、
自
己
弁
明
の
箇
所
も
（
鶴
田

満
彦
・
中
央
大
学
商
学
部
教
授
）

●
誤
謬
性
・
開
か
れ
た
社
会
・
相
互
規
制
（
依

存
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
カ
ジ
ノ
資
本
主
義

化
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
危
険
性
を
警
告

（
長
島
誠
一
・
東
京
経
済
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
対
す
る
批
判
は
必
ず
し

も
左
翼
的
な
も
の
で
は
な
い
。
ソ
ロ
ス
は
ポ
パ

ー
流
の
「
開
か
れ
た
社
会
」
を
代
替
案
と
す
る

（
橋
本
　
努
・
北
海
道
大
学
経
済
学
部
助
教
授
）

●
世
界
的
金
融
シ
ス
テ
ム
の
脆
さ
を
現
場
か
ら

論
じ
た
（
長
谷
川
聰
哲
・
中
央
大
学
教
授
）

経
済
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
有
効
性
、
さ
ら
に
は

そ
の
限
界
を
認
識
さ
せ
て
く
れ
る
刺
激
的
な
書

物
で
あ
る
（
今
　
喜
典
・
青
森
公
立
大
学
経
営
経

済
学
部
教
授
）

●
「
法
と
経
済
学
」
と
い
う
研
究
分
野
は
ア
メ

リ
カ
で
は
五
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
。
先
進
国

ア
メ
リ
カ
か
ら
遅
れ
る
こ
と
数
十
年
、
よ
う
や

●
こ
れ
ま
で
に
な
い
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
経
済

論
（
大
木
登
志
枝
・
さ
く
ら
総
研
環
太
平
洋
研
究

セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
）

●
新
し
い
分
野
の
優
れ
た
学
術
書
（
奧
　
和
義
・

関
西
大
学
商
学
部
助
教
授
）

●
学
際
的
な
新
し
い
研
究
分
野
を
開
拓
し
た
。

推
薦
の
言
葉

推
薦
の
言
葉

推
薦
の
言
葉

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
　
本
体
価
格
各
二
四
〇
〇
円

競
争
戦
略
論
Ⅰ
・
Ⅱ

マ
イ
ケ
ル
・
Ｅ
・
ポ
ー
タ
ー
著

竹
内
弘
高
訳

25点

第4位第4位

東
京
大
学
出
版
会
　
本
体
価
格
四
八
〇
〇
円

会
社
法
の
経
済
学

三
輪
芳
朗
、
神
田
秀
樹
、
柳
川
範
之
編

24点

第5位第5位

日
本
経
済
新
聞
社
　
本
体
価
格
一
八
〇
〇
円

グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
の
危
機

ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ロ
ス
著

大
原
　
進
訳

23点

第6位第6位



●
情
報
化
社
会
は
新
古
典
派
経
済
に

近
づ
く
と
、
簡
単
に
片
づ
け
て
し
ま

え
な
い
ほ
ど
、
多
く
の
論
点
が
あ
る

こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
（
辰
巳
憲
一
・

学
習
院
大
学
教
授
）

●
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
進
展
を

デ
ー
タ
で
適
確
に
指
摘
し
て
い
る
。

日
本
企
業
の
こ
の
分
野
で
の
取
組
み

の
遅
れ
が
よ
く
わ
か
る
（
加
登

豊
・

神
戸
大
学
大
学
院
教
授
）

●
Ｉ
Ｔ
が
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
か
と
い
う
本
は
散
見
さ
れ

る
が
、
そ
の
な
か
で
も
事
例
を
紹
介

し
な
が
ら
か
つ
体
系
的
に
ま
と
め
ら

れ
て
お
り
、
好
著
（
矢
野
裕
児
・
流
通

経
済
大
学
助
教
授
）

●
い
ま
一
番
元
気
な
経
済
学
者
で
あ

る
。
氏
の
論
に
対
す
る
賛
否
を
こ
え

て
、
だ
れ
も
が
一
読
す
べ
き
本
（
中

西
一
正
・
立
命
館
大
学
教
授
）

●
現
在
の
世
界
経
済
の
混
乱
の
一
部

は
、
誤
っ
た
経
済
学
の
つ
く
り
出
し

た
も
の
。
本
書
は
そ
こ
に
正
面
か
ら

切
り
込
ん
で
い
る
（
塩
沢
由
典
・
大
阪

市
立
大
学
教
授
）

●
市
場
経
済
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

言
説
を
批
判
的
に
考
察
し
た
著
書
は
、

バ
ブ
ル
経
済
期
以
降
の
日
本
経
済
の

病
弊
の
底
流
に
「
経
済
学
」
の
不
在

と
人
間
像
の
貧
困
を
透
視
し
て
い
る

（
柳
沢
　
遊
・
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）

●
市
場
（
効
率
）
か
政
府
（
公
正
）

の
対
立
図
式
を
超
え
た
新
し
い
公
共

的
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
を
問
う
（
谷

本
寛
治
・
一
橋
大
学
教
授
）

●
パ
ワ
フ
ル
で
知
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

満
ち
溢
れ
た
新
し
い
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
論
で
あ
る
（
玉
井
金
五
・
大
阪
市

立
大
学
教
授
）

●
本
書
の
著
者
は
日
本
人
の
日
常
的

な
経
済
生
活
を
支
え
る
仕
組
み
が
ど

の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
か
を
丹

念
に
跡
づ
け
し
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
」
適
用
派
の
歴
史
像
の

誤
り
を
正
し
て
い
る
（
柳
沢
　
遊
・
慶

應
義
塾
大
学
教
授
）

●
日
本
的
経
営
論
、
日
本
的
労
使
関

係
、
日
本
的
商
習
慣
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
謬
見
、
錯
覚
を
打
ち
砕
く
意

欲
作（
山
崎
志
郎
・
東
京
都
立
大
学
教
授
）

●
経
済
・
景
気
動
向
の
中
で
の
株
価

動
向
を
極
め
て
正
確
に
説
明
し
て
い

る
点
が
類
書
に
見
ら
れ
な
い
ほ
ど
貴

重
と
感
じ
る
（
宮
智
宗
七
・
産
能
大
学

大
学
院
教
授
）

●
日
本
の
経
済
史
研
究
の
中
に
、
民

俗
学
な
ど
周
辺
学
問
領
域
の
研
究
成

果
を
と
り
こ
ん
で
研
究
の
新
し
い
方

向
を
提
示
し
た
（
長
島
修
・
立
命
館
大

学
教
授
）

●
年
金
改
革
の
方
向
を
優
れ
た
計
算

分
析
で
示
し
て
い
る
（
井
堀
利
宏
・
東

京
大
学
教
授
）

●
近
年
、
だ
れ
も
が
気
に
な
る
ト
ピ

ッ
ク
ス
の
一
つ
が
年
金
問
題
で
あ
ろ

う
。
そ
の
問
題
の
所
在
と
将
来
へ
の

展
望
を
綿
密
に
分
析
し
、
し
か
も
現

実
的
な
政
策
的
提
言
を
し
た
本
書
は
、

類
書
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
い
る

（
池
田
憲
隆
・
弘
前
大
学
助
教
授
）

●
年
金
に
つ
い
て
の
国
民
の
幻
想
を

払
拭
す
る
の
に
大
い
に
力
が
あ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
現
実
を
よ
く
見
極

め
た
う
え
で
、
と
る
べ
き
対
策
を
着

実
に
実
行
す
る
こ
と
が
肝
心
で
あ
る

（
内
野
順
雄
・
大
分
大
学
教
授
）

●
直
間
比
率
の
是
正
、
所
得
税
減
税

と
消
費
税
増
税
論
が
主
流
と
な
る
な

か
で
、
所
得
税
中
心
型
税
制
に
よ
る

年
金
改
革
論
は
興
味
深
い
（
星
野

泉
・
明
治
大
学
助
教
授
）

●
こ
の
著
者
の
一
連
の
仕
事
は
、
昨

今
の
「
市
場
原
理
主
義
」
的
風
潮
に

も
っ
と
も
鋭
い
批
判
と
対
案
を
提
示

し
た
と
思
う
。
こ
の
本
は
代
表
作
と

い
う
こ
と
で
挙
げ
て
お
く
（
池
田
憲

隆
・
弘
前
大
学
助
教
授
）

●
〈
市
場
〉
と
い
う
も
の
に
つ
い
て

の
社
会
哲
学
的
も
し
く
は
、
倫
理
学

的
洞
察
に
裏
打
ち
さ
れ
た
著
者
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
論
は
現
実
へ
の
切

り
込
み
も
鋭
い
（
脇
村
孝
平
・
大
阪
市

立
大
学
教
授
）

●
主
流
派
（
新
古
典
派
）
経
済
学
を

批
判
す
る
だ
け
で
な
く
、
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
の
形
成
と
い
う
対
案
を
提

示
（
二
木
立
・
日
本
福
祉
大
学
教
授
）

●
現
代
日
本
の
閉
塞
状
況
の
原
因
解

明
と
打
開
策
を
明
快
に
提
示
（
中
谷

武
雄
・
徳
島
大
学
教
授
）

●
イ
ギ
リ
ス
で
長
く
生
活
さ
れ
た
碩

学
の
警
世
の
書
に
し
て
優
れ
た
日
本

論
（
内
野
順
雄
・
大
分
大
学
教
授
）

●
文
明
論
の
立
場
か
ら
日
本
の
現
状

を
解
明
し
た
。
わ
が
日
本
の
経
済
学

者
は
こ
れ
ま
で
非
常
に
狭
い
視
点
か

ら
し
か
見
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
（
奥
村
　
宏
・
中
央
大
学
教
授
）

●
教
育
の
荒
廃
と
北
東
ア
ジ
ア
の
地

域
統
合
が
論
理
的
に
き
れ
て
い
る
が
、

日
本
の
長
期
戦
略
の
欠
如
に
警
鐘
を

鳴
ら
し
て
い
る
点
が
よ
い
（
金
子

勝
・
法
政
大
学
教
授
）

●
フ
ラ
ン
ス
を
対
象
と
し
て
、
戦
後

資
本
主
義
を
支
え
る
中
央
銀
行
を
軸

と
す
る
組
織
化
さ
れ
た
金
融
シ
ス
テ

ム
の
形
成
過
程
を
実
証
的
に
解
明
し
、

戦
後
資
本
主
義
研
究
に
光
を
与
え
る

労
作
（
大
石
嘉
一
郎
・
明
治
学
院
大
学

教
授
）

●
本
書
は
、
金
本
位
制
か
ら
管
理
通

貨
制
へ
の
移
行
を
、
古
典
的
資
本
主

義
と
金
本
位
制
へ
の
執
着
が
と
り
わ

け
強
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス
を
素
材
に
、

中
央
銀
行
の
官
僚
機
構
深
部
に
お
け

る
模
索
と
構
想
と
立
案
と
政
策
実
施

の
諸
過
程
に
光
を
あ
て
て
繊
細
に
解

明
し
た
。
経
済
史
研
究
の
真
骨
頂
が

味
読
で
き
る
（
雨
宮
昭
彦
・
千
葉
大
学

教
授
）

●
久
々
に
見
る
本
格
的
研
究
。
し
か

も
、
フ
ラ
ン
ス
銀
行
制
度
の
研
究
は

未
開
拓
分
野
で
あ
る
の
で
、
こ
の
本

が
出
版
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
（
岡

田
和
喜
・
日
本
大
学
教
授
）

●
構
造
変
化
の
あ
り
よ
う
と
方
向
性

を
時
流
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
冷
静

か
つ
実
証
的
に
論
じ
た
説
得
力
を
も

つ
書
（
藤
江
昌
嗣
・
明
治
大
学
教
授
）

●
未
曾
有
の
転
換
期
に
あ
る
日
本
経

済
に
お
い
て
、
ま
っ
た
く
緊
急
性
の

な
い
経
済
政
策
の
「
指
南
」
が
多
い

な
か
で
、
経
済
論
理
に
基
づ
き
、
日

本
経
済
の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
し
た

「
良
質
の
権
威
」
と
言
え
る
（
竹
田
陽

介
・
上
智
大
学
助
教
授
）

●
た
い
へ
ん
論
争
的
な
本
。
賛
成
す

る
部
分
も
あ
る
が
、
そ
の
逆
も
あ
る
。

主
張
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
読
み
や

す
い
（
下
野
恵
子
・
名
古
屋
市
立
大
学
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推
薦
の
言
葉

デ
ィ
ジ
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー

東
洋
経
済
新
報
社
　
本
体
価
格
一
八
〇
〇
円

米
国
商
務
省
著

室
田
泰
弘
訳

第

7
位

22
点

反
経
済
学

新
書
館
　
本
体
価
格
二
四
〇
〇
円

金
子
　
勝
著

日
本
人
の
経
済
観
念

岩
波
書
店
　
本
体
価
格
二
三
〇
〇
円

武
田
晴
人
著

第

9
位

19
点

年
金
改
革
論

日
本
経
済
新
聞
社
　
本
体
価
格
四
四
〇
〇
円

八
田
達
夫
、
小
口
登
良
著

セ
ー
フ
ティ
ー
ネ
ッ
ト
の
政
治
経
済
学

ち
く
ま
新
書
　
本
体
価
格
六
六
〇
円

金
子
　
勝
著

第

11
位

18
点

な
ぜ
日
本
は
没
落
す
る
か

岩
波
書
店
　
本
体
価
格
一
六
〇
〇
円

森
嶋
通
夫
著

第

12
位

17
点

フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
と
中
央
銀
行

東
京
大
学
出
版
会
　
本
体
価
格
一
万
円

権
上
康
男
著

転
換
期
の
日
本
経
済

岩
波
書
店
　
本
体
価
格
二
三
〇
〇
円

吉
川
　
洋
著

第

14
位

16
点



年間ベスト・オブ・経済書1999年
経済学者・経営学者・エコノミスト２2０人が選んだ

経
済
研
究
所
）

●
九
〇
年
代
の
不
況
の
原
因
を
、
マ

ク
ロ
経
済
的
に
分
析
し
た
う
え
で
、

本
質
的
な
問
題
を
企
業
統
治
に
求
め

て
い
る
点
が
共
感
で
き
る
（
池
田
信

夫
・
国
際
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
教
授
）

●
日
本
経
済
、
そ
の
関
連
の
ア
ジ
ア

経
済
の
金
融
危
機
を
現
代
経
済
分
析
、

現
代
経
済
政
策
の
理
論
か
ら
デ
ー
タ

に
即
し
て
見
事
に
説
明
し
て
い
る

（
諏
訪
貞
夫
・
早
稲
田
大
学
教
授
）

●
日
本
経
済
の
現
実
を
詳
し
く
解
明

し
た
本
。
い
わ
ゆ
る
官
庁
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
か
ら
離
れ
た
人
の
分
析
と
し
て

評
価
す
る
（
奥
村
宏
・
中
央
大
学
教
授
）

●
「
経
営
の
た
め
の
会
計
」
の
重
要

性
が
平
易
に
、
し
か
も
実
践
的
に
説

か
れ
て
い
る
。
京
セ
ラ
稲
盛
さ
ん
の

三
位
一
体
の
経
営
、
京
セ
ラ
グ
ル
ー

プ
躍
進
の
神
髄
が
よ
く
理
解
で
き
る
。

経
営
者
並
び
に
管
理
職
に
と
っ
て
必

読
の
書
（
原
田
和
明
・
三
和
総
合
研
究

所
取
締
役
理
事
）

●
す
べ
て
の
経
営
者
が
こ
う
し
た
意

識
を
持
っ
て
い
た
な
ら
、
わ
が
国
の

会
計
情
報
は
国
際
的
に
も
っ
と
信
用

さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
経
営
者
に
意

識
改
革
を
迫
る
一
冊
で
あ
る
（
蟹
江

章
・
北
海
道
大
学
助
教
授
）

●
今
日
、
公
と
民
の
役
割
分
担
や
守

備
範
囲
の
議
論
が
国
、
地
方
レ
ベ
ル

を
問
わ
ず
行
な
わ
れ
て
い
る
な
か
で
、

極
め
て
示
唆
的
な
内
容
を
持
っ
て
い

る
（
佐
々
木
　
弘
・
神
戸
大
学
大
学
院

教
授
）

●
日
本
の
経
済
シ
ス
テ
ム
を
理
解
す

る
う
え
で
新
し
い
視
点
を
提
供
し
て

い
る
。
規
制
緩
和
と
制
度
改
革
を
実

行
す
る
と
き
に
必
読
す
べ
き
（
野
村

宗
訓
・
関
西
学
院
大
学
教
授
）

●
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
二
一
世
紀
を
〝
乱

気
流
の
時
代
〞
と
位
置
づ
け
、
変
革

の
担
い
手
に
な
ら
な
い
と
、
国
家
・

企
業
は
生
き
残
れ
な
い
と
説
く
。
氏

の
主
張
は
現
在
の
日
本
経
済
に
ピ
タ

リ
と
あ
て
は
ま
る
（
高
木
　
勝
・
明
治

大
学
教
授
）

●
ビ
ジ
ネ
ス
は
明
日
に
向
か
っ
て
の

行
動
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
準
備
に

こ
の
本
は
不
可
欠
だ
。
Ｊ
・
Ａ
・
シ

ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
と
と
も
に
ド
ラ
ッ
カ

ー
は
今
世
紀
の
巨
匠
だ
（
厚
東
偉
介
・

早
稲
田
大
教
授
）

●
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
構
造
分
析

を
ミ
ク
ロ
、
マ
ク
ロ
の
相
互
関
係
か

ら
と
ら
え
よ
う
と
し
た
労
作
（
谷
本

寛
治
・
一
橋
大
学
教
授
）

●
い
わ
ゆ
る
「
制
度
派
」
経
済
学
の

理
解
に
有
効
な
一
書
。
混
迷
を
深
め

る
経
済
学
が
ど
こ
へ
行
こ
う
と
す
る

の
か
。
一
つ
の
方
向
を
見
定
め
よ
う

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
い

（
花
田
洋
一
郎
・
西
南
学
院
大
学
助
教
授
）
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アンケートにご協力いただいた方々 （敬称略、五十音順）
青山茂樹、秋元英一、浅井良夫、淺羽　茂、浅羽良昌、安部悦生、雨宮昭彦、荒
木長照、有馬敏則、生越利昭、池田憲隆、池田信夫、石　弘光、石井信之、石川
元廣、石崎忠司、石田　浩、泉　武夫、石橋太郎、石原俊時、磯谷明徳、井上雅
雄、茨木　智、井堀利宏、今井雅和、岩成和子、上野継義、植村利男、植村博恭、
牛島俊明、宇田川　博、内野順雄、浦井　憲、榎本　悟、遠藤　薫、遠藤公嗣、
遠藤久夫、大石嘉一郎、大木登志枝、大崎美泉、太田　肇、太田　充、太田雅晴、
大西　広、大野和美、大羽宏一、大矢繁夫、岡田和喜、岡田裕之、奧　和義、奥
村　宏、小沢康英、小田切宏之、小田中直樹、小野五郎、御崎加代子、柿本寿明、
加来祥男、可児島達夫、春日淳一、片岡佑作、刀田和夫、鹿児島治利、加登　豊、
加藤　寛、加藤和暢、門脇延行、蟹江　章、金子　勝、川北　稔、川越敏司、北
村行伸、清成忠男、木良橋敏雄、栗木　契、香田正人、厚東偉介、小谷正守、後
藤　晃、後藤康夫、小林　薫、小林　均、小山明宏、今　喜典、近藤真司、齋藤
精一郎、齋藤堯幸、酒井正三郎、坂本恒夫、桜井　徹、佐々木恒男、佐々木利廣、
佐々木　弘、佐々木信彰、佐竹元一郎、佐藤公敏、佐藤俊雄、佐藤保久、佐藤良
一、塩沢由典、塩次喜代明、志谷匡史、室本誠二、篠原総一、柴　健次、柴田
淳、柴田　高、清水　聰、清水　孝、下野恵子、祝迫得夫、宿南達志郎、杉野幹
夫、杉原　薫、鈴木多加史、鈴木智弘、須永　隆、須永徳武、角野　浩、諏訪貞
夫、関口定一、千田純一、高木　勝、高橋俊夫、高橋知也、高橋洋児、滝川好夫、
武田晴人、竹田陽介、竹村和久、竹村正明、多田正仁、辰巳憲一、立脇和夫、田
中　洋、棚橋啓世、谷口洋志、谷本寛治、玉井金五、鶴田満彦、出口竜也、天鷲
良雄、洞口治夫、徳井丞次、鳥谷一生、内藤嘉昭、長島　修、長島誠一、中條祐
介、中谷武雄、仲田正機、中西一正、中野　誠、永原裕一、中村竜哉、西村清彦、
西村順二、西山賢一、新田　功、野方　宏、野口　真、野村宗訓、伯井泰彦、橋
本　努、長谷川聰哲、長谷川　勉、長谷川惠一、服部素子、花田洋一郎、原田和
明、原田三喜雄、原田行男、廣井良典、福光　寛、藤井隆至、藤江昌嗣、藤村和
弘、二木　立、古川俊一、星野　泉、堀　敬一、堀江正之、松川　滋、松下　滋、
松波淳也、松本有一、水谷重秋、三富紀敬、宮智宗七、宮町良広、三和良一、村
上良三、村田安雄、森岡　裕、森棟公夫、諸富　徹、安井修二、柳沢　遊、矢野
裕児、山下壽文、山根　学、山崎　朗、山崎志郎、山田　稔、山田昌孝、山田經
三、山本　繁、吉井　弘、吉田文和、吉村典久、余田拓郎、脇田　成、脇村孝平、
和田佳之、渡辺　茂

日
本
経
済
の
真
実

東
洋
経
済
新
報
社
　
本
体
価
格
二
〇
〇
〇
円

吉
冨
　
勝
著

稲
盛
和
夫
の
実
学

日
本
経
済
新
聞
社
　
本
体
価
格
一
二
〇
〇
円

稲
盛
和
夫
著

第

16
位

15
点

市
場
の
役
割
　
国
家
の
役
割

東
洋
経
済
新
報
社
　
本
体
価
格
二
五
〇
〇
円

青
木
昌
彦
、
奥
野
正
寛

岡
崎
哲
二
編
著

明
日
を
支
配
す
る
も
の

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
　
本
体
価
格
二
二
〇
〇
円

ピ
ー
タ
ー
・
Ｆ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
著

上
田
惇
生
訳 第

18
位

14
点

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
制
度
分
析

名
古
屋
大
学
出
版
会
　
本
体
価
格
三
五
〇
〇
円

植
村
博
恭
、
磯
谷
明
徳
、

海
老
塚
　
明
著


